

令和３年度
研究開発施設共用等促進費補助金
（ナショナルバイオリソースプロジェクト　情報センター整備プログラム）
提案書類様式
令和３年6月
文部科学省研究振興局ライフサイエンス課
（様式１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１／○頁
ナショナルバイオリソースプロジェクト提案書

	提案課題名
	

	代表機関
	ふりがな
代表機関名
	

	
	代表機関の長
	役職名
	
	氏　名
	

	
	所在地
	〒

	
	
	Tel.
	Fax.

	課題管理者
	ふりがな
氏　名
	
	役職名
	

	
	E-mailアドレス
	

	
	所属部署名
	

	
	現在の専門
	

	
	連絡先
	（上記所在地と異なる場合記入）

〒

	
	
	Tel.
	Fax.

	分担機関①
	ふりがな
分担機関名
	

	
	分担機関の長
	役職名
	
	氏　名
	

	分担機関②
	ふりがな
分担機関名
	

	
	分担機関の長
	役職名
	
	氏　名
	


（様式１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２／○頁
	実施機関及び所要見込額（概算）
	
	機　関　名

（課題管理者名又は分担管理者名）
	年度別所要見込み額（単位：千円）

	
	
	
	令和3年度
	令和4年度
	令和5年度
	令和6年度
	令和7年度
	令和8年度
	合計

	
	代表機関
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	分担機関
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	
	
	


分担機関が3機関以上の場合は、適宜追加してください。
	　事務担当者（代表機関の事務担当）

	  　ふりがな
  　氏　　名
	
	役職名
	

	  　所属部署名
	

	 　 連　絡　先
	Tel.
	Fax.

	
	E-mail

	  　所　在　地
代表機関住所と異なる
場合のみ記入
	 〒


	　事務担当者（分担機関①の事務担当）

	  　ふりがな
  　氏　　名
	
	役職名
	

	  　所属部署名
	

	 　 連　絡　先
	Tel.
	Fax.

	
	E-mail

	  　所　在　地
分担機関住所と異なる
場合のみ記入
	 〒


	　事務担当者（分担機関②の事務担当）

	  　ふりがな
  　氏　　名
	
	役職名
	

	  　所属部署名
	

	 　 連　絡　先
	Tel.
	Fax.

	
	E-mail

	  　所　在　地
分担機関住所と異なる
場合のみ記入
	 〒


分担機関が3機関以上の場合は、適宜追加してください。

（様式１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３／○頁


（以下は、提出時に削除してください。）
※本項は、1ページ以内で記載してください。

※用紙サイズはA4版、フォントサイズは10.5ポイントで判読しやすいものを使用して日本語で作成してください。

※必要があれば、図や表を用いても構いません。

　※公募要領4ページの「本公募で求める内容」、公募要領8ページの「審査項目と観点」をご確認の上、記載してください。
（様式２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１／○頁
全　体　計　画

（以下は、提出時に削除してください。）
※本項は、1ページ以内で記載してください。

※用紙サイズはA4版、フォントサイズは10.5ポイントで判読しやすいものを使用して日本語で作成してください。

※必要があれば、図や表を用いても構いません。

　※公募要領4ページの「本公募で求める内容」、公募要領8ページの「審査項目と観点」をご確認の上、記載してください。
※各講習会や説明会は、内容の妥当性を判断できるように、可能な限り具体的に記載　してください。また、参加者数の見込みや十分な参加者を集められる計画となっているか説明してください。

　※数値目標は、以下の枠を参考にして記載してください。
（枠は講習会等の種類ごとに適宜増やしてください。）

	年度
	令和3年度
	令和4年度
	令和5年度
	令和6年度
	令和7年度
	令和8年度

	件数（○○講習会）
	開催回数、人数
	開催回数、人数
	開催回数、人数
	開催回数、人数
	開催回数、人数
	開催回数、人数


本公募で求める内容

・外部検証を行う専門家の育成を目的とした講習会開催。
　・動物実験を実施している各研究機関を対象とした外部検証説明会の実施。

・各研究機関を対象とした、適正な動物実験に関する説明会・講習会の実施。

・外部検証を行う専門家の育成にあたって、本事業の実施期間に、動物実験を実施している大学・研究機関等の外部検証が実施可能な人数の専門家の育成。また、育成した人材による外部検証の推進を目指し、前項の人材育成、説明会実施についての適切な数値目標を設定すること。

（様式２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２／○頁
（以下は、提出時に削除してください。）
※本項は、1ページ以内で記載してください。

※用紙サイズはA4版、フォントサイズは10.5ポイントで判読しやすいものを使用して日本語で作成してください。

※必要があれば、図や表を用いても構いません。

　※作成にあたっての基本事項は公募要領の6ページをご参照ください。

　※公募要領4ページの「本公募で求める内容」、公募要領8ページの「審査項目と観点」をご確認の上、記載してください。

（様式２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３／○頁
（以下は、提出時に削除してください。）
※本項は、1ページ以内で記載してください。

※用紙サイズはA4版、フォントサイズは10.5ポイントで判読しやすいものを使用して日本語で作成してください。

※必要があれば、図や表を用いても構いません。

　※作成にあたっての基本事項は公募要領の6ページをご参照ください。

　※公募要領4ページの「本公募で求める内容」、公募要領8ページの「審査項目と観点」をご確認の上、記載してください。

※各講習会や説明会は、内容の妥当性を判断できるように、可能な限り具体的に記載　してください。また、参加者数の見込みや十分な参加者を集められる計画となっているか説明してください。
　※数値目標は、以下の枠を参考にして記載してください。
（枠は講習会等の種類ごとに適宜増やしてください。）

	年度
	令和3年度
	令和4年度
	令和5年度
	令和6年度
	令和7年度
	令和8年度

	件数（○○講習会）
	開催回数、人数
	開催回数、人数
	開催回数、人数
	開催回数、人数
	開催回数、人数
	開催回数、人数


（様式２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４／○頁
（以下は、提出時に削除してください。）
※本項は、1ページ以内で記載してください。

※用紙サイズはA4版、フォントサイズは10.5ポイントで判読しやすいものを使用して日本語で作成してください。

※必要があれば、図や表を用いても構いません。

　※作成にあたっての基本事項は公募要領の6ページをご参照ください。

　※公募要領4ページの「本公募で求める内容」、公募要領8ページの「審査項目と観点」をご確認の上、記載してください。

　
（様式３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１／○頁
代表機関・分担機関毎の計画概要

  代表機関・分担機関の別：
  機関名：　　　　　　　　　　　　　　　（分担）課題管理者：
　分担課題管理者のE-mail（分担機関のみ記入)：


（以下は、提出時に削除してください。）
※本項は、ａ）ｂ）併せて１ページ以内で記載してください。
※用紙サイズはA4版、フォントサイズは10.5ポイントで判読しやすいものを使用して日本語で作成してください。

※必要があれば、図や表を用いても構いません。

　※公募要領4ページの「本公募で求める内容」、公募要領8ページの「審査項目と観点」をご確認の上、記載してください。


（以下は、提出時に削除してください。）
※本項は、ａ）ｂ）併せて１ページ以内で記載してください。
※用紙サイズはA4版、フォントサイズは10.5ポイントで判読しやすいものを使用して日本語で作成してください。

※必要があれば、図や表を用いても構いません。

　※公募要領4ページの「本公募で求める内容」、公募要領8ページの「審査項目と観点」をご確認の上、記載してください。
（様式３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２／○頁

	ｃ）年次計画及び計画項目

	計画項目
	実施時期

	
	令和3年度
	令和4年度
	令和5年度
	令和6年度
	令和7年度
	令和8年度

	
	
	
	
	
	
	

	ｄ）令和3年度の計画項目及び実施時期

	
	実施時期（令和3年4月～令和4年3月）

	
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０
	１１
	１２
	１
	２
	３

	ｅ）年度別所要経費概算

	大項目
	中項目
	予定経費（単位：千円）

	
	
	令和3年度
	令和4年度
	令和5年度
	令和6年度
	令和7年度
	令和8年度

	物品費
	設備備品費
	
	
	
	
	
	

	
	消耗品費
	
	
	
	
	
	

	人件費
・謝金
	人件費
	
	
	
	
	
	

	
	謝金
	
	
	
	
	
	

	旅費
	旅費
	
	
	
	
	
	

	その他
	外注費
	
	
	
	
	
	

	
	印刷製本費
	
	
	
	
	
	

	
	会議費
	
	
	
	
	
	

	
	通信運搬費
	
	
	
	
	
	

	
	光熱水料
	
	
	
	
	
	

	
	その他（諸経費）
	
	
	
	
	
	

	一般管理費
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	


（様式３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３／○頁
（以下は、提出時に削除してください。）
※本項は、ｆ）ｇ）併せて１ページ以内で記載してください。
※作成にあたっての基本事項は公募要領の6ページをご参照ください。
※購入予定の設備備品ごとに使用目的と必要性の記載をお願いします。ただし、複数で１単位となる設備備品は、１単位ごとに使用目的と必要性を記載していただいて構いません。


（以下は、提出時に削除してください。）
※本項は、ｆ）ｇ）併せて１ページ以内で記載してください。
※作成にあたっての基本事項は公募要領の6ページをご参照ください。
（様式４）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１／○頁
代表機関・分担機関毎の研究者調書等
  代表機関・分担機関の別：
  機関名：　　　　　　　　　　　　　　　（分担）課題管理者：

ａ）（分担）課題管理者及び（分担）課題管理協力者（研究者ごとに記載してください）
※（分担）課題管理協力者はポスドクを含む研究者を指します。
	研究者名
	役　職
	最終学歴
（学位）
	専　門
	本課題における

分担業務
	任期の

有無

	（例）

○○　○○
	特任准教授
	□□大学大学院□□研究科修了

（××博士）
	□□学
	△△業務
	

	（（分担）課題管理者）


	
	
	
	
	

	（（分担）課題管理協力者）


	
	
	
	
	

	（（分担）課題管理協力者）


	
	
	
	
	

	（（分担）課題管理協力者）


	
	
	
	
	

	（（分担）課題管理協力者）


	
	
	
	
	

	（（分担）課題管理協力者）


	
	
	
	
	

	（（分担）課題管理協力者）


	
	
	
	
	


（様式４）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２／○頁
ｂ－１）研究者調書（研究者ごとに記載してください）
	研究者氏名
	
	部署（部局、教室名）･役職名
	


①動物実験の外部検証に関する経験、知識
②活動実績（本課題に関連したもの5件以内）
（以下は、提出時に削除してください。）
※本項は、２名で併せて１ページ以内で記載してください。
　３名以上の場合は、適宜、ページを増やしていただいて構いません。
※用紙サイズはA4版、フォントサイズは10.5ポイントで判読しやすいものを使用して日本語で作成してください。

※必要があれば、図や表を用いても構いません。

※作成にあたっての基本事項は公募要領の6ページをご参照ください。
ｂ－２）研究者調書（研究者ごとに記載してください）
	研究者氏名
	
	部署（部局、教室名）･役職名
	


①動物実験の外部検証に関する経験、知識
②活動実績（本課題に関連したもの5件以内）
（様式４）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３／○頁
ｃ）NBRP及び他制度の研究資金の応募・採択状況
【今回NBRPで申請する課題】
	研究者名
	
	当該研究者の役割
	

	提案課題名
	

	実施期間
	令和３年度
	３年度エフォート
	　　　　％

	経費（千円）
	３年度（本人／課題全体）　　　　　　千円／　　　　　千円
期間全体（本人／課題全体）　　　　　　千円／　　　　　千円


課題管理者、分担課題管理者が、他制度（外部資金等）による助成を受けているもの及び申請中のものがある場合には、以下のとおり必要事項を記載してください。該当がない場合には、「助成制度」の欄に「なし」と記入してください。
◎実質的に同一の課題について、他制度での重複申請の有無　有 ・ 無
　（該当する方に○で囲って下さい。）
【実施中の研究テーマ】
	１
	助成制度
	

	
	研究者名
	
	当該研究者の役割
	

	
	研究テーマ
	

	
	研究期間
	　　年度～　　年度
	３年度エフォート
	　　　　％

	
	研究費(千円）
	３年度（本人／課題全体）　　　　　　千円／　　　　　千円
期間全体（本人／課題全体）　　　　　　千円／　　　　　千円

	
	本課題との違い
	

	２
	助成制度
	

	
	研究者名
	
	当該研究者の役割
	

	
	研究テーマ
	

	
	研究期間
	　　年度～　　年度
	３年度エフォート
	　　　　％

	
	研究費(千円）
	３年度（本人／課題全体）　　　　　　千円／　　　　　千円
期間全体（本人／課題全体）　　　　　　千円／　　　　　千円

	
	本課題との違い
	


（様式４）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４／○頁
【申請中又は申請予定の研究テーマ】
	１
	助成制度
	

	
	研究者名
	
	当該研究者の役割
	

	
	研究テーマ
	

	
	研究期間
	　　年度～　　年度
	３年度エフォート
	　　　　％

	
	研究費(千円）
	３年度（本人／課題全体）　　　　　　千円／　　　　　千円
期間全体（本人／課題全体）　　　　　　千円／　　　　　千円

	
	本課題との違い
	

	２
	助成制度
	

	
	研究者名
	
	当該研究者の役割
	

	
	研究テーマ
	

	
	研究期間
	　　年度～　　年度
	３年度エフォート
	　　　　％

	
	研究費(千円）
	３年度（本人／課題全体）　　　　　　千円／　　　　　千円
期間全体（本人／課題全体）　　　　　　千円／　　　　　千円

	
	本課題との違い
	


（様式５）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１／○頁
機関に係る情報
  代表機関・分担機関の別：
  機関名：　　　　　　　　　　　　　（分担）課題管理者：

ａ） 大学・研究機関等の概要
	①機関名
	

	②代表又は分担機関の長
	役職名
	
	氏　名
	　　　　　　　　　　　

	③事務責任者
	役職名
	
	氏　名
	　　　　　　　　　　　


	④機関の設置の目的及び業務の内容


（以下は、提出時に削除してください。）
※本項は、④⑤併せて１ページ以内で記載してください。
※用紙サイズはA4版、フォントサイズは10.5ポイントで判読しやすいものを使用して日本語で作成してください。

※必要があれば、図や表を用いても構いません。

※作成にあたっての基本事項は公募要領の6ページをご参照ください。
	⑤本提案に関連する施設・設備の概況


（以下は、提出時に削除してください。）
※本項は、④⑤併せて１ページ以内で記載してください。
※用紙サイズはA4版、フォントサイズは10.5ポイントで判読しやすいものを使用して日本語で作成してください。

※必要があれば、図や表を用いても構いません。

※作成にあたっての基本事項は公募要領の6ページをご参照ください。
（様式５）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２／○頁
	ｂ）本提案に対する機関の取組等


（以下は、提出時に削除してください。）
※本項は、1ページ以内で記載してください。

※用紙サイズはA4版、フォントサイズは10.5ポイントで判読しやすいものを使用して日本語で作成してください。

※必要があれば、図や表を用いても構いません。

※作成にあたっての基本事項は公募要領の6ページをご参照ください。
（様式６）※分担機関がある場合のみ提出してください（分担機関ごとに作成）。
令和　年　　月　　日　　
承　　　　諾　　　　書
（代表機関の長・職名）　殿
（分担機関の長・職名）

　　　　　　
  「ナショナルバイオリソースプロジェクト」の提案課題の募集に対し、当機関（研究所）及び当機関に所属する職員が、下記により応募することを承諾いたします。
記

１．提案課題名　：　（課題名を記載）  
２．研究者氏名　：　（氏名のみ記載）

（分担課題管理者・分担課題管理協力者を記載）

· 所属機関長の氏名は、学部長、附属研究者等の部局の長が承諾に関する権限を委任されている場合は、これらの部局長の氏名で差し支えありません。

· 同一の課題について、同一の機関から複数の研究者が参加しようとする場合は、「２．研究者氏名」に連記して差し支えありません。

応募書類様式記入要領
研究開発施設共用等促進費補助金（ナショナルバイオリソースプロジェクト）

【情報センター整備プログラム】

研究開発施設共用等促進費補助金（ナショナルバイオリソースプロジェクト）の提案書類の作成に当たっては、下記のことに留意しつつ公募要領に基づいて、課題管理者が責任をもって作成願います。

１　全体共通
１．用紙サイズはA4版、フォントサイズは10.5ポイントで判読しやすいものを使用して日本語で作成してください。

２．様式に枠が設定されている場合は、大きさの変更をしないでください。また、ページ数の指定がある場合は、その指示に従ってください。
３．応募書類は次の順番に並べて提出してください。
１　様式1

２　様式2

３　様式3　代表機関

４　様式3　分担機関

５　様式4　代表機関

６　様式4　分担機関

７　様式5　代表機関

８　様式5　分担機関

９　様式6（分担機関のみ）
４．提案書類には、通し番号（様式1から1／○とし、以降2／○、3／○とする通しページ、○には総ページ数を記入）を各ページの上に必ず記入してください。
２　（様式1）
１． 代表機関
　機関名は「○○大学」、「○○研究所」等の法人名を記入してください（「○○学部」等の部局名ではありません）。

２．課題管理者

　　代表機関の長から指名された研究者に係る情報を記入してください。

３．課題の概要

当該課題において行う予定の事業内容を簡潔に記入して下さい。
様式に枠が設定されている場合は、大きさの変更をしないでください。また、ページ数の指定がある場合は、その指示に従ってください。

４．分担機関

機関名は「○○大学」、「○○研究所」等の法人名を記入してください（「○○学部」等の部局名ではありません。）。また、分担機関が参加する場合には、分担機関の承諾書（別紙１）が必要となります。
５．実施機関及び所要見込額（概算）
実施機関名と各機関の課題管理者名を記入してください。また、各機関の年度別所要見込額とその見込額の合計、年度別の実施機関全体の所要見込額を千円単位（千円未満は切り捨て）で記入してください。
６．事務担当者（代表機関の事務担当）（分担機関の事務担当）
　　採択後に、当該補助金の事務・経理に関して、連絡・問い合わせを行う際の窓口となる職員（機関の常勤職員）の情報を記入してください。

３　（様式3）
　様式3は機関毎に作成してください。

様式に枠が設定されている場合は、大きさの変更をしないでください。また、ページ数の指定がある場合は、その指示に従ってください。

ａ）機関の達成目標

全体計画の目標達成に向けて、課題管理者又は分担課題管理者の機関の長が掲げる目標を記入してください。

ｂ）機関の目標達成に向けた実施計画、実施体制

全体の実施計画のうち、課題管理者又は分担課題管理者の機関が分担する業務の年次計画、実施体制を記入してください。
ｃ）年次計画及び計画項目
各機関で計画している業務の実施期間を、業務項目毎に矢印で示してください。

	d）令和３年度の計画項目及び実施時期

	○○の作成
○○の作成
△△の解析


	実施時期（令和3年4月～令和4年3月）

	
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０
	１１
	１２
	１
	２
	３

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


e）年度別所要経費概算

機関の年度毎の所要経費の概算を千円単位（千円未満は切り捨て）で記入してください。また、合計額は、（様式１）の「実施機関及び所要見込額（概算）」と一致させてください。

· 各費目の経費については以下の例示を参考に記載してください。

（ア）【大項目】物品費

（a）【中項目】設備備品費：

業務・事業の実施に直接要するもので、原型のまま比較的長期の反復使用に耐えうるもの。なお、設備備品の定義・購入手続きは機関の規定等による。

（b）【中項目】消耗品費：

業務・事業の実施に直接要する以下に例示する資材、部品、消耗品等の購入経費。なお、消耗品の定義・購入手続きは機関の規定等による。

・ソフトウエア　※バージョンアップを含む

・図書、書籍　※年間購読料を含む

・パソコン周辺機器、記録メディア等

・実験動物、試薬、試薬キット、実験器具類　等

（イ）【大項目】人件費・謝金

（a）【中項目】人件費：

業務・事業に直接従事した者の人件費で主体的に研究を担当する研究者の経
費

・研究採択者本人の人件費（有給休暇等を含む）及び法定福利費、通勤費、住宅手当、扶養手当、勤務地手当、委託試験に係る退職手当等

・ポスドク等、機関で直接雇用する研究員の人件費（有給休暇等を含む）及び法定福利費、通勤費、住宅手当、扶養手当、勤務地手当、委託試験に係る退職手当等

・特殊機器操作、派遣業者からの派遣研究員の費用

・他機関からの出向研究員の経費　　等

業務・事業に直接従事した者の人件費で補助作業的に研究等を担当する者の
経費

・リサーチアドミニストレーター、リサーチアシスタント

・研究補助作業を行うアルバイト、パート、派遣社員 

・技術補佐員、教務補佐員、事務補佐員、秘書　等

＊人件費の算定にあたっては、研究機関の給与規程等によるものとする。

（b）【中項目】謝金：

業務・事業の実施に必要な知識、情報、技術の提供に対する経費
・研究運営委員会等の外部委員に対する委員会出席謝金

・講演会等の謝金

・個人の専門的技術による役務の提供への謝金（講義・技術指導・原稿の執筆・査読・校正（外国語等）等）

・データ・資料整理等の役務の提供への謝金

・通訳、翻訳の謝金（個人に対する委嘱）

・学生等への労務による作業代 　等

＊謝金の算定に当たっては研究機関の謝金支給規程等によるものとする。

（ウ）【大項目】旅費

【中項目】旅費：

　　　　 旅費に関わる以下の経費

・ 業務・事業を実施するにあたり研究者及び補助員（学部学生・大学院生を含む）の外国・国内への出張又は移動にかかる経費（交通費、宿泊費、日当、旅行雑費）。学会へ参加するための交通費、宿泊費、日当、旅行雑費を含む。

・ 上記以外の業務・事業への協力者に支払う、業務・事業の実施に必要な知識、情報、意見等の収集のための外国・国内への出張又は移動にかかる経費（交通費、宿泊費、日当、旅行雑費）

・ 外国からの研究者等（大学院生を含む）の招へい経費（交通費、宿泊費、日当、滞在費、旅行雑費）　等

＊旅費の算定にあたっては、研究機関の旅費規程等によるものとする。

＊旅費のキャンセル料（やむを得ない事情からキャンセル料が認められる場合のみ）を含む。

＊「旅行雑費」とは、「空港使用料」「旅券の交付手数料」「査証手数料」「予防注射料」「出入国税の実費額」「燃油サーチャージ」「航空保険料」「航空券取扱手数料」等をいう。

（エ）【大項目】その他

（a）【中項目】外注費：

　　 事業に直接必要な装置のメンテナンス、データの分析等の外注にかかる経費。

・機械装置、備品の操作・保守・修理（原則として当事業で購入した備品の法定点検、定期点検及び日常のメンテナンスによる機能の維持管理、原状の回復等を行うことを含む）等の業務請負

・実験動物等の飼育、設計（仕様を指示して設計されるもの）、試験、解析・検査、鑑定、部材の加工等の業務請負

・通訳、翻訳、校正（校閲）、アンケート、調査等の業務請負（業者請負）　　等

　　　＊「再委託費・共同実施費」に該当するものを除く
（b）【中項目】印刷製本費：

業務・事業にかかる資料等の印刷、製本に要した経費。

・チラシ、ポスター、写真、図面コピー等研究活動に必要な書類作成のための印刷代　　等

（c）【中項目】会議費：

　事業の実施に直接必要な会議・シンポジウム・セミナー等の開催に要した経費。

・運営委員会等の委員会開催費

・会場借料

・会議等に伴う飲食代・レセプション代（アルコール類は除く）　　等
（d）【中項目】通信運搬費：

事業の実施に直接必要な物品の運搬、データの送受信等の通信・電話料。
（e）【中項目】光熱水料：

業務・事業の実施に使用する機械装置等の運転等に要した電気、ガス及び水　道等の経費。
（f）【中項目】その他（諸経費）：
上記の各項目以外に、業務の実施に直接必要な経費
・物品等の借損（賃借、リース、レンタル）及び使用にかかる経費、倉庫料、土地・建物借上料、圃場借料

・研究機関内の施設・設備使用料

・学会参加費（学会参加費と不可分なランチ代・バンケット代を含む。学会に参加するための旅費は『旅費』に計上）

・研究成果発表費（論文審査料・論文投稿料（論文掲載料）・論文別刷り代、成果報告書作成・製本費、テキスト作成・出版費、ホームページ作成費等）

　・広報費（ホームページ・ニュースレター等）、広告宣伝費、求人費

・保険料（業務・事業に必要なもの）

・データ・権利等使用料（特許使用料、ライセンス料、データベース使用料
等）

・レンタカー代、タクシー代（旅費規程により『旅費』に計上するものを除く）
　等
　　（オ）【大項目】一般管理費
　　　　　一般管理業務に必要な経費（物品費、人件費・謝金、旅費、その他の総額の１０パーセント以内）
f）購入予定の設備備品

　　「e）年度別所要経費概算」の「設備備品費」に計上している設備備品の名称（形式を含む）、単価、購入数、購入予定年度、使用目的を記入してください。

g）所要額の積算根拠

年度別にどのような業務にどのような経費が掛かるのか、簡潔に記入してください。
４　（様式4）
　様式4は課題管理者又は分担課題管理者の機関毎に作成してください。

ａ）（分担）課題管理者及び（分担）課題管理協力者

課題管理者又は分担課題管理者の所属機関において、提案課題の業務に従事する研究者の名前、役職等を例に倣って記入してください（例は削除してください）。

ｂ）研究者調書

「ａ）（分担）課題管理者及び（分担）課題管理協力者」に記入した研究者毎に、動物実験の外部検証に関する経験や知識をどの程度有しているのか、また、本課題に関連した活動実績（5件以内）を記入してください。
ｃ）NBRP及び他制度の研究資金の応募・採択状況

課題管理者、分担課題管理者がNBRP及び他制度（外部資金等）による助成を受けているもの及び申請中のものがある場合には、様式に沿って必要事項を記載してください。該当がない場合には、「助成制度」の欄に「なし」と記入してください。
５　（様式5）
　様式5は課題管理者又は分担課題管理者の所属機関毎に作成してください。
ａ）大学・研究機関等の概要

· 機関（学部等の部局ではありません）の名称、代表又は分担機関の長、事務責任者（契約担当理事、事務局長等の契約担当役）、機関の設置の目的及び業務の内容、本課題に関連する施設・設備の概況を記入してください。

ｂ）本課題に対する機関の取組等
各機関が本課題に対してどのような取組を計画しているのかを記入してください。

６　（様式6）
　様式6は分担機関毎に作成してください。

　所属機関長の氏名は、学部長、附属研究者等の部局の長が承諾に関する権限を委任されている場合は、これらの部局長の氏名で差し支えありません。






課題の概要





（ａ）事業趣旨等との整合性


　　・事業趣旨、目標等に合致しているか　　　等





（ｂ）科学的・技術的な意義及び優位性


・ライフサイエンスの基盤整備に関する国の方針に合致するものであるか


・社会的ニーズに対応するものであるか


・ライフサイエンス分野の進展に資するものであるか


・現在の整備レベル及びこれまでの実績は十分にあるか


・独自性、新規性を有しているか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等





（ｃ）計画の妥当性


・全体計画の内容と目的は明確であるか


・年度ごとの計画は具体的なもので、かつ、実現可能であるか


・生命倫理、安全対策に対する法令等を遵守した計画となっているか　　　等





（ｄ）実施体制


・課題管理者等を中心とした実施体制が適切に組織されているか


・現在の技術レベル及びこれまでの実績は十分にあるか


・代表及び分担機関内及び事業の遂行について研究コミュニティとの間において十分な連携体制が構築されているか


・課題管理者等のエフォートは適当であるか　　　等








ａ）達成目標�


・代表機関又は分担機関における達成すべき目標





ｂ）目標達成に向けた実施計画、実施体制�


・代表機関又は分担機関における実施計画、実施体制�





ｆ）購入予定の設備備品








ｇ）所要額の積算根拠
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